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第14期初めての勧告採択される

平成元年 5 月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会議は，1;ーる 4 月 19 日から 21 日まで第 107回総会(第14期 3 回目の総会)を開催し，第14期初めての勧告を採

択しましたが，今回の日本学術会議だよりでは，同総会の議事内容等についてお知らせいたします。
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日本学術会議第107回総会報告

第 107 回総会の主な議事概要は次のとおりであった。

第 1 日 (4 月 19日)の午前。まず，会長からの前回総会
以後の経過報告及び各部・委員会の報告が行われた。次い

で，今回総会に提案されている 6 案件について，それぞれ

提案説明がなされた後，質疑応答が行われた。縫いて，こ

れらの 6 案件のうち í人間の科学特別委員会」を設置す

る案件については，直ちに採決が行われ，設置が決定され

た。この件は，前回総会(昨年10月) tこむいて第 14期活動
計画並びにそれに基づく第14期の特別委員会の設置が決定

された際に，その付帯申合せとして，この「人間の科学」

についでは，その具体的な進め方に関し，予め検討，整理

を行った後に，当特別委員会を設置させることとされたた

め，前回総会後に，検討会が設置され，問題点の整理が行
われてきたものである。

第 1 自の午後。各部会が開催され，午前中に提案説明さ
れた総会提案案件の審議及び設置が決定された「人間の科

学特別委員会」の委員の選出等が行われた。
第 2 日 (4 月 20日)の午前。前日提案された案件の審議
.採決が順次行われた。

まず，第 6 部世話作l当の 2 研究連絡委員会の名称変更

(土壌肥料学研連→土壌・肥料・植物栄養学研連，海水理
工学研連→海水科学研連)に伴う，会J!リ及び関係規則のー

部改正が採択された。

次いで、 í副会長世話担当日f究連絡委員会の運営につい

て(申合せ)の一部改正」が採択された。これは，副会長
世話担当研究連絡委員会の在り方についての抜本的な検討

とは別に，当面の措置として，副会長世話担当研究連絡委

員会のより円滑な運営及び担当副会長の世話機能の充実を
図るために，必要な措置を講じたものである。
続いて íアジア社会科学研究協議会連盟 (AASSREC)
への加入について」が採択された。これは，平成元年度予

算において，当該団体への分担金の支出が認められたこと
に伴い，当該団体への本会議の加入を総会として議決した
もので、ある。

さらに，第 4 常置委員会の提案による「大学等における
学術研究の推進についてー研究設備等の高度化に関する緊

急提言(勧告) J が採択された。この勧告は，第14期にな

って採択された初めての勧告である。なお，この勧告は，

同日午後直ちに内閣総理大臣に提出され，関係機関等に送
付された(この勧告の詳細は，別掲参照)。

第 2 日の午後。 í人間の科学」について，臼由討議が行
われた(この自由討議の詳細は，別掲参!!百)。

第 3 日 (4 月 21 日)午前には，今回設置された前述の人

間の科学特別委員会の l 回目の委員会をはじめとして，各
特別委員会が，午後には，各常置委員会が，それぞれ開催
された。

大学等における学術研究の推進につ
いてー研究設備等の高度化に関する
緊急提言ー(勧告) [要旨]

大学等を中心とする学術研究の財政基盤の現状は，甚だ

憂慮すべき事態におかれており，この事態を見過ごしては

悔いを後世に残すことになる。したがって，長期的観点に

立って，特に基礎研究を育成し，人類の知的共有財産であ

る科学・技術の発展に積極的に貢献することは，経済大国

と呼ばれるようになった我が国の当然の責務であり，今こ

そ，この資務を果たすべき時である。

日本学術会議では，昭初62年 4 月に「大学等にむける学

術予算の増額について」の要望書を政府に提出した。大学

専:における学術研究予算を 4般の予算要求基準の別枠とす

ることが肝要である。

特に，早急な対策を検討する必要がある諸点の中で，今

回，緊急に次の措置を取るよう勧告する。

我が国の研究経費において，国費の負担割合をヲ|き上げ

つつ，基礎研究を重視してこれを推進する観点から，国立
学校特別会計予算，私大助成及び公立大学補助の各予算に

ついて格段の増額を図る必要があり，その際，特に研究設

備の整備充実を図るべきである。

そのためには，国立大学の研究設備費や公立大学，私立

大学等への研究設備費補助金を飛鋭的に増額する措援を取

ること，一大学では措置しにくい大型設備については，全

国的規模の共同利用設備や昭和62年 4 月の「地域型研究機

関(仮称)の設立について」の本会議勧告においても指摘
している共同利用機器センターを，重点的に早急に整備し

ていくことが必要である。人文・社会科学系についても，

H前日63年 4 月の「大学等にむける学術諸分野の研究情報活

動の推進について(要望) J のとむり，コンピュータやJ*

資料，文献，図書コレ 7 ションとその利用のための機誌や

ネットワークなどの整備が極めて重要である。

なお，我が国の基礎研究を限られた人的・物的資源のな

かで，より一層有効に推進して L ミくためには，大学等と各

省庁の研究機関の基礎研究に関する研究設備の相互利用と

それを通しての研究者の相互交流を推奨する方策を採るべ

きである。その際，国の手続きを一段と簡素化，迅速化す

るなど制度の改善を凶る必要がある。
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総会中の自由討議一人間の科学一

今回総会の第 2 日目の午後には， 1 時から 3時間にわた
って「総会中の自由討議」が行われた。これは，会員のた

めの一種の勉強会で，総会行事の一環として，従来から，

行われてきたものである。今回は，第14期活動計画の中で，

第14期の具体的審議課題のーっとして掲げられている「人
間の科学」という課題を取り上げて行われた。

自由討議は，福場博保第 6 部会員の司会のもとに，まず，

近藤次郎会長から r世界人口が50億を超え，来世紀には
100憶を突破する。人類の繁栄が人類の破滅を招くおそれ

がある。今総会での人間の科学特別委員会の設置は，新聞
・テレビでも報道ぎれたので，早速一般市民や研究者から

も好意的な反響があった。人間のため科学のあり方を考え
ることは学術会議にふさわしい命題であると考える。」と
の閉会の辞があり，続いて，下記の 4 人の会員による意見

発表が行われ，さらにこれらの意見発表に対する質疑応答

等がなされ，最後に，中山手口久第 2 部会員の閉会の辞があ

り，終了した。なお，この討議の内容は，後日，日学双書

として出版される予定である。

4 会員による意見発表の要旨は，以下のとおりであった。

1. 人間と「人聞の科学」

肥函野直(第 1 部会員・心理学)

「人間の科学」を検討する際に考慮すべき二つの点につ

いて提言したい。第一は人間がI"J を意味するかという点で

ある。これは， f国体(個人)，人間集団(社会)，人類の三
つのレベルが考えられる。個人は身心の統一体であり，心

は知性と感性，あるいは知情意の三つの側面をもち，自我

(自己)を中心とするミクロコスモスとして把えることが

できょう。時間の面からは，個人は成長発達，社会は歴史，

人類は進化の程ll.l.î，から把促することができょう。第二は人

間と「人間の科学」との関係である。これは，研究対象と

しての人間，研究主体としての人間，及び研究目的として

の人間すなわち人間のための科学という三つの立場が考え

られるであろう。

2. r人間の科学」への接近

島袋嘉畠(第 3部会員・経営学)

「人間の科学」は，諸科学の特性を認識すると同時に相
互の誤解をときほぐし，人文・社会科学と自然科学をベー

スとした総体としての科学を醸成し，生命と生活とを総合
して考える科学をねらいとしている。いわゆる生命尊厳を

抽象化して考えるだけに留めないでその内容をより具体的
に解明することである。

さらに，次のような事項を検討していくべきである。

伝統的科学概念人間の科学」の必要性，総合科学と
しての「人間の科学J，科学哲学の再吟味。

3. 生体と文明とのディスクレパンシー
纏原和郎(第 4 部会員・人類学)

生物の体は本来保守的で、あり， したがって急激な進化は

起こりにくい。これに対して文明の発展はポジティブ・フ

ィードバ:; '/の作用により 2 次関数曲線を描いて急速に

発展する。とくに最近の科学・技術の発展に伴って環境は

急激な変化をとげたが，生物の進化がそれに伴って進んで
いるとは言い難い。ここに文明と生体との聞に大きなディ

スクレパンシーが生ずる理由がある。

人体について言えば，われわれの体は l 万年以上前の l日

石器時代の環境に適応している。しかし現実の環境は!日右
器時代とは著しく異なり，人体の適応の限度を超えている。
これは文明の発展が必ずしも望ましい方向に進んではいな
いという一例であろう。

4. r人聞の科学」の背後にあるもの

井口潔(第 7 部会員・外科系科学)

科学を真に人類の福祉に役立てようとするときに必要な

ことの中には，科学を行う心と科学を活用する心とは区別

しておかなければならないということではなかろうか。で
はそのときの判断の基準はどこに求めたらよいのか。私は

「人間存在の理法」とも言うべき概念に擦り処をおきたい
と思う。

30億年の生命の雌史の中で精神をもっ生物として人間が

出現し，この人聞は，ほんの 300 年位前から科学の道を歩
みはじめたばかりである。しかし宇宙の秩序の本質は，あ

る面は知性によって把えられ，ある面は感性によって生得

的に人間の脳に刻みこまれているはずと私は考える。我々

は「人間存在の理法」を沈思して，それとの調相の下に人
類の繁栄の道を探求して行かねばならぬと思う。

平成元年度における学術研究集会等開催予定

本会議では，毎年，本会議の登録学術研究団体及び広報

協力学術団体に依頼して，これらの各団体のヨ翌年度におけ

る学術研究集会等の開催予定について調査を行 Lヘその結

果を学術研究集会等開催予定一覧」としてとりまとめ

ている。平成元年度分については，昨年11 月に調査を実施

したが，調査を依頼した学術研究団体数は 956 団体で，凶

答のあった団体数は， 876団体であった。
このたび，その結果がとりまとめられたが，それによる

と，回答のあった団体からもたらされた開催予定の学術研
究集会等の数は，延べ約 3 ， 300 に透している。その分野ご

との内μ尺は次のようになっている。

別 学術研究集会等数

第 l 部(文学，哲学，教育学・心
701 理学・社会学，史学)

第 2 部(法律学，政治学) 111 

第 3 部(経済学，商学・経営学) 269 

第 4 部(理学) 463 

第 5 部(工学) 708 

第 6部(農学) 326 

第 7部(医学，歯学，薬学) 714 

計 3 , 2 9 2 

注:学術研究団体の関係する部が複数の場合には，当

該集会等を関係する部にそれぞれ計 t したので，

延べ数である。( …L 合わせ等均ありましたら 日
でお寄せください。
〒106 東京都港区六本木7-22-34

し 日本学術会議広報委員会電話 03(403)6291j
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